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税 務 相 談
会社、商店等の経営、鰹理問題
や、税務の問題について、専門の
税理士が相談に応じます。お気軽
にどうぞ。相談日…毎週金曜日/
午後1時～4時。区役所( 1階)
区民相談室。料金無料。

さ
わ
や
か
な
春
を

体
力
テ
ス
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

若
葉
が
目
に
し
み
る
季
節
で
す
。
冬
の
問
は
部
屋
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
、
思
う
よ
う
に
体
を

勳
か
す
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の
で
は
。
そ
こ
で
区
で
は
、
皆
さ
ん
に
お
も
い
き
り
体
を
動
か
し
て

も
ら
い
、
健
康
と
体
力
づ
く
り
に
役
立
つ
よ
う
に
、
体
力
テ
ス
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
の
事
業

を
実
施
し
ま
す

。
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
、
な
い
方
も
積
極
的
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

区
民
体
力
テ
ス
ト何

事
を
す
る
に
も
体
が
賢
本
、
あ

な
た
の
体
力
は
大
丈
夫
で
す
か
。

あ
な
た
の
今
の
体
力
状
態
を
、
簡

車
な
テ
ス
ト
で
測
定
し
、今
後
の
体

力
・
健
康
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
い

た
だ
く
た
め
、次
の
要
領
で
行
な
い

ま
す
。

日
時
　
五
月
二
十
九
日
(
日
)
午
前

十
時
～
午
後
三
時

会
場
　
区
立
竹
の
塚
小
学
校
体
育
館
(

竹
の
塚
一
一
(
-

一
　
東
武
締

竹
の
塚
駅
東
口
下
車
徒
歩
七
分
)

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
十
(
歳
以
上
の
方

定
員
　
二
百
名
(
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
ま
す
)

申
込
受
付
　
四
月
二
十
日
(
水
)
か
ら

申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
　
所
定

の
申
込
書
、
ま
た
は
往
復
(
ガ
キ

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
直
接

か
郵
送
で
教
育
委
貝
会
体
育
課
へ

※
参
加
賢
は
無
料
で
す

。
運
動
靴
お

よ
ぴ
運
助
に
適
し
た
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

「体力づくりも楽じゃないな」

巡
回
体
力
テ
ス
ト

こ
の
体
力
テ
ス
ト
は
、
実
施
日
は

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
、
職

場
、P
T
A

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
、

ま
と
ま
っ
た
人
数
が
そ
ろ
い
、
テ
ス

ト
を
行
な
え
る
場
所
を
確
保
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
指
導
貝
が
出
向
い
て

テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

体
力
を
測
定
、
総
合
診
断
を
行
な
い

体
力
年
齢
を
判
定
し
ま
す
。

実
施
日
　
五
、
六
、
九
、
十
、
十
一

十
二
、
三
月
の
第
一
土
曜
日
と
第

三
日
曜
日

七
、
十
二
月
の
第
一

土
曜
日

時
間
　
土
曜
日
…
午
後
一
時
三
十
分
　

日
曜
日
…
午
前
・
午
後
を
閧
わ
ず

対
象
　
地
域
・
職
場
・
P
T
A
な
ど

で
、
四
十
名
以
上
の
参
加
者
が
見

込
ま
れ
る
団
体

内
容
　
閉
眼
片
足
立
ち
、反
復
横
と

ぴ
、
垂
直
と
び
、握
力
、
上
体
お

こ
し
、
踏
台
昇
降
、
体
前
屈
な
ど

費
用
　
無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

申
込
み
を

す
る
団
体
は
、
会
場
(
小
・
中
学

校
体
育
館
や
同
程
度
の

広
場

な

ど
)
を
確
保
し
て
、
直
接
か
、
ま

た
は
希
望
す
る
日
を
(

ガ
キ
に
明

記
し
て

、
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

ど
う
ぞ
。

生
活
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を

初
心
者
の
方
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

区
民

ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
常
生
活
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
、
合
わ
せ
て
体
力
づ
く
り
と
健

康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
指
導
員
を
派
遣
し
て
右
衰
の
よ

う
に
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の

十
六
歳
以
上
(
高
校
生
を
除
く
)

種
目
・
期
日
・
定
員
　
別
表
参
照

時
間
　
午
後
六
時
三
十
分
～
(
時
三

十
分
(
た
だ
し
、早
朝
軟
式
テ
ニ

ス
は
、午
前
七
時
～
(
時
三
十
分
)

費
用
　
無
料

申
込
受
付
　
四
月
二
十
日
(
水
)
か

ら
(
定
員
に
成
り
次
第
締
切
)

申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
直
接

か
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
、
種
目
(
テ

ニ
ス
に
つ
い
て
は
、
硬
式
・
軟
式

の
別
)
会
場
を
明
記
し
て
、
教
育

委
員
会
体
育
課
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

※
テ
ニ
ス
教
室
に
参
加
の
方
は
、
各

自
ラ
ケ
ッ
ト
、テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

ス ポ ー ツ 教 室

ラ
ジ
オ
体
操
大
会

地
域
で
、
こ
れ
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操

を
行
な
う
計
画
の
あ
る
団
体
で
、
指

導
者
が
い
な
い
と
き
に
は
、区
で
ス

ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
を
派
遣
し
て
指
導

し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
例
年
一
万
人
か
集
ま
り
、

健
康
づ
く
り
を
目
標
に
大
会
を
行
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、今
年
は
N
H
K

全
国
放
送
に
よ
る
、三
万
人
ラ
ジ
オ

体
操
大
会
か
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
七
月
三
十
盲
(

日
)
午
前
六

時

会
場

区
営
新
橋
グ
ラ
ン
ド

く
わ
し
く
は
、体
育
課
へ
ど
う
ぞ
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

抽
せ
ん
日
を
変
更
し
ま
す

四
月
二
十
二
日
(
金
)
の
抽

せ
ん
日
は
、交
通
ス
ト
の
た
め
、

二
十
三
日
(
土
)
に
な
り
ま
す
。

ひとりぐらしの老人の方へ

老人福祉電話や
非常ベルを設置

都
市
化
か
進
む
に
つ
れ
て
生
活
環

境
も
変
化
し
、
核
家
族
化
も
い
ち
じ

る
し
く
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
応
し
て
生
活
を
維
持
し

て
い
く
だ
け
で
も
大
変
な
と
き
に
、

ま
し
て
や
、
お
年
寄
り
か
ひ
と
り
で

生
活
し
て
い
く
こ
と
は
、
な
か
な
か

大
変
な
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
区
で
は
「
ひ
と
り
ぐ
ら
し

の
お
年
寄
り
」
を
対
象
に
、
都
や
関

係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

家
事
援
助
者
の
雇
用

費
を
助
成
し
ま
す

病
気
や
障
害
な
ど
の
た
め
、
日
常

生
活
に
支
障
の
あ
る
六
十
五
歳
以
上

で
比
較
的
低
所
得
の
方
は
、
民
間
の

家
政
婦
紹
介
所
か
ら
週
一
日
、
月
四

日
の
割
合
で
派
遣
さ
れ
る
家
事
援
助

者
の
雇
用
費
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
老
人
福
祉

係孤
独
感
の

解
消
を
は
か
る

近
所
の
人
と
の
交
流
が
な
く
、
所

得
の
少
な
い
方
に
行
な
い
ま
す
。

■
老
人
福
祉
電
話

(
ア
)
電
話
を
お
貸
し
し
ま
す
。

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
ぐ
ら
し
(

老
人
だ
け
の
世
帯
も
含
む
)
の
方

に
対
し
て
、
区
長
名
儀
の
電
話
を
お

貸
し
、
毎
月
の
利
用
料
金
を
区
で
負

担
し
ま
す
(
基
本
料
金
と
六
十
通
話

ま
で
の
料
金
)

(
イ
)
利
用
料
金
の
助
成

す
で
に
ご
自
分
名
僧
で
設
置
さ
れ

て
い
る
方
で

、
前
記
帥
の
対
象
者
と

同
じ
状
態
に
あ
る
と
き
、
区
で
毎
月

の
利
用
料
金
を
助
成
し
ま
す
。

■
友
愛
訪
問
事
巣

寝
た
き
り
な
ど
で
、
地
域
の
方
と

の
交
流
か
少
な
い
老
人
世
帯
を
お
う

か
が
い
し
て
、
孤
独
感
の
解
消
と
事

故
防
止
を
は
か
る
た
め
、友
愛
訪
問

員
が
週
に
三
日
程
度
話
し
相
手
に
な

り
ま
す
。

緊
急
に
備
え
る

■
非
常
ベ
ル
の
取
付
け

お
年
寄
り
に
安
心
感
を
持
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
急
病
や
思
わ
ぬ
事

故
な
ど
の
際
に
、
ベ
ル
を
鳴
ら
し
て

近
隣
の
方
に
急
を
知
ら
せ
、
応
援
を

求
め
て
大
事
に
い
た
ら
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
取
付
け
る
も
の
で
す

。

い
づ
れ
も
、
申
込
・
問
い
合
わ
せ

は
、
区
役
所
二
階
老
人
福
祉
係
で
取

り
扱
い
ま
す
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を

楽
し
も
う
!

―
野
外
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
―

こ
の
講
習
会
は
1

然
と
冒
煦

を
テ
ー
マ
に
「
広
場
・
空
間
・
自
然
」

を
生
か
し
た
野
外
活
動
の
方
法
を
学

ぶ
も
の
で
す
。

自
然
の
中
で
の
集
団
活
動
に
ふ
さ

わ
し
い
ゲ
ー
ム
を
、
数
多
く
取
り
あ

け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
ピ

ク
ーニ

ク
、(
イ
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
な
ど
、
野
外
へ
出
る
機
会
も

多
く
な
っ
て
き
ま
す
。一
度
、
講
習

会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
・
テ
ー
マ
　
左
表
の
と
お
り

会
場
　
青
年
館

※
た
だ
し
フ
ィ
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
は
、都
立
水
元
・
五
日
市
青
年

の
家
か
会
楊
に
な
り
ま
す
。

対
象
　
冒
険
に
興
味
の
あ
る
青
年
男

女
、青
少
年
グ
ル
ー
プ
育
成
者

費
用
　
無
料
(
た
だ
し
、
交
通
費
、

宿
泊
費
は
実
費
)

指
導
　
東
京
都
野
外
活
助
教
育
協
会

会
長

伊
藤

和
彦
氏

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会

青
少
年
係

様 式 が 変 わ り ま す

―軽自動車税の納税通知書―

区
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

軽
自
動
車
税
は
、
区
役
所
で
台
帳
を
作
り

納
付
状
況
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
こ
の
記
録
は
手
作
業
で
処

理
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
機

械
化
し
、事
務
の
省
力
化
、処
理
の
迅
速
・

正
確
化
に
よ
る
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
五
十
二
年
度
の
課
税
分
か

ら
納
税
通
知
書
兼
納
付
書
の
様
式
が
変
り

ま
す
。

す
で
に
五
十
一
度
か
ら
行
な
っ
て
い
る

住
民
税
と
同
じ
よ
う
に
、
皆
さ
ん
が
金
融

機
関
な
ど
の
窓
口
で
納
付
さ
れ
ま
す
と
納

付
済

通
知
一

が
区
役
所
に
送

ら
れ

ま

す
。こ

の
納
付
済
通
知
一

を
直
接
機
械
(
光

学
文
字
読
取
装
置
)
に
読
ま
せ
、
納
付
状

況
を
記
録
す
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
用
紙
を
汚
し
た
り
、折
っ
た
り
、

ピ
ン
で
止
め
た
り
し
ま
す
と
機
械
は
読
み

取
れ
ま
せ
ん
の
で
、
お
手
数
で
も
取
扱
い

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
軽
自
助
車
(
二
輪
を
除
く
)
お
よ

び
二
輪
の
小
型
自
動
車
で

、
五
十
二
年
度

申
に
継
続
検
査
を
受
け
る
場
合
に
は
、
金

融
機
関
な
ど
の
窓
口
で
納
付
し
て
い
た
だ

い
た
と
き
に
、
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

(
継
続
検
査
用
)
の
取
扱
日
付
印
の
欄
に

受
付
印
を
押
し
ま
す
の
で

、
そ
れ
を
証
明

書
と
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
課
税
課

生鮮食品安売りデー

青果安売り協力店430店に

四
月
の
安
暁
り
デ
ー

二
十
日
(
水
)
…
青
果
物

二
十
二
日
(
金
)
…
水
産
物

二
十
三
日
(
土
)
…
豚
肉

区
で
は
、各
小
売
店
の
ご
協
力
を
得
で

、

生
鮮
E
晶
の
安
売
り
事
業
を
行
な
っ
て
い

ま
す
が
、
好
評
の
う
ち
に
四
年
目
を
迎
え

ま
す
。

▼
今
日
(

二
十
日
)
は
、
青
果
物
の
安
売

り
日
で
す
。
青
果
物
の
安
売
り
協
力
店
が

断
た
に
増
え
ま
し
た
。
お
近
く
の
緑
の
た

れ
幕
の
あ
る
店
で
ど
う
ぞ
。

▼
水
産
物
は
、
水
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
魚

屋
さ
ん
で
、
毎
月
第
三
金
曜
日
で
す
。

▼
豚
肉
は
、
黄
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
肉
屋

さ
ん
で
、毎
月
第
二
・
第
三
土
曜
日
で
す

。

昨
年
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
「
区
最
移
動
応
接
室
」は
、今
年

も
五
月
か
ら
区
内
(
か
所
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

具
体
的
に
き
ま
り
次
第
『区
の
お
知
ら
せ
』で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。
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予 防 接 種

健康状 態の良い ときに
―ジ フテリア・破 傷風混合 ―

灣四
歳から濟五
歳までの
方で

ジフテリア・
百日せ
き・
破傷風

混合
<三種混合
)の
予防接種を

膺四
歳まで
に受けて
いない方を

対
象に
実施し
ます
。健康状館一の

良い
時にお受け
ください
。

なお
、この予防接租は
、秋に

は実施し
ませんので
ご注
意を
。

種類
ジフテリア・
破傷風混合

対象
昭和四十六年七月一
日か

ら四十
(年六月三十日までに

生まれた方で
、ジフテリア・

百日せき・
破傷風三租混合の

第一
期の予防接種を受けてい

ない方

実
施期日・
会場
(第一
期
)

一
回目・・・四月二
十六日
(火
)

二回目・・・五月二
十四日
(火
)

三回
目上
(月二
十一
日
(火
)

会
場
は
、
い
ず
れ
も
足
立
保
健
所
、
干
春
小
学
佼
で
す
。

受
付
時
間
午
後
二
時
～
三
時

◎
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
方

〇
発
熟
し
て
い
る
方
ま
た
は
著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
方

〇
最
近
ま
た
は
現
在
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
方
(
心
臓
病
・
腎
臓
病
・

肝
臓
病
・
そ
の
他
)

〇ジフテリア・
破傷風によりア

レルギー
を起こすおそれのあ

る方または異常な副反応を起

こしたことがある方

〇最近一
年以内にけいれん症状

を経験したことのある方

○種痘、はしか、
B・
C・
G、小

児マ
ヒ生ワクチンの予防接
種

を受けて一
か月を経過してい

ない方
〇日本脳炎、インフルエンザの

予防接租を受け一
週間を経過

していない方

○ウィルス疾息にかかってから

一
か月を経過していない方

〇その他、医師が予防接種を行

なうことが不適当と認めた方

◎接種についての
注意

○接租の前日は入浴し、当日は

清潔なはだ着をきせてくださ

い。
○接種会場には、母子健康手帳

を持参し。被接穂者の体温を

必ずはかってきてください。

○接
種会場で
は、予防接種記
鰻

票
および問
診票
を記入してい

ただきますので
、被接種者の

健康状態など十
分知ってい
'
-

保護者が同
行して
ください。

問い合わせ先
足立保健所、千

住保健所、区役所予防係

育児学級と相談

―
江
北
保
健
相
談
所―

■
育児
学級
(通知制
)

日
時
四
月
二
十
七
日
<
水
)
午
前
九
時
三
十
分～
十
一
時
三
十
分

内容
育児指導と離乳食指導

・
育児相談

日時
毎月第一・
二水曜日

午
前
九
時～
十
時
三
十
分

内容
お子さんの発育や育児に

ついての心配ごと

■
精
神
衛
生
相
談

日時
毎月第一
木曜日
ただし

五月は十
】日
(水
)です。

午後一
時三十分上二時

※希望者は一
括で予約してくだ

さい。
場所・
問い合わせ先
江北保健

相
談
所
　
八
九
六
-
四
〇
〇
四

予防接種はからだの具合を確かめてから

早期発見・早期治療のために

がん検診をあなたも

がんは早
期発見・
早期
冶療が

大切で
す。そこで
、次の
とおり

がん検診
(無料
)を行
ない
ます。

あなたも年一
回は、検診を受

けてみ
ませ
んか。

□
胃
が
ん
検
診

対象
膺三十五歳以上の区民

期日・
場所
<
足立保健所管内

の
方〉上
(月六日
(月
)・
六

月十三日
(月
)…足立保健所

六月二
十七日
(月
)・
=がん検

診センタ
ー
<
千
往保健所
管

内の方
>一
五月
九日
(月
)・・・

東和保健相
談所
五月十
六日
(

月
)・・・江
北保健相
談所
(

月二
十三日
(火
)・・一千
住保健

所募集人員
三百名

□子宮がん検診
(今回は
、千住

保健所管内の方だけです
)

対象
膺三十歳以上の婦人

期日・
場所
五月十七日
(火
)

。・・がん検診セン
タ
ー

募集人
員
六十名

申
込
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
冐
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
の
別
と
希
望

月日・
住所・
氏名・
年齢・
性

別・一
話番号を記入し
、それ

ぞれ管穂する保健所へ

申込締切
四
月二
十五日
(月
)
(

当日の消印まで
有効で
す
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
足
立
保
健
所
(
〒

1
2
0
足
立
区
中
央
本
町
一
丁
目
五
-
三
　
八
四
〇
-
五
一
四

一
)
千
住
保
健
所
(
千
Ⅲ
足
立
区
千
住
仲
町
七
六
　
八
八
八
-

四二
七七
)

精神衛生のための

生活相談教室

友達のできにくい人や人と接

することが苦手な人などのため

に
、生活相談教室を開催してい

ます
。

この教室は
、グループによる

レクリェー
シ
'ンや話し合いを

通じて、人とのつきあいの楽し

さ、活動する喜びなどを養って
いきます。次のような方は、ぜ

ひ一
度おいでください。

▽通院している方で人と接する

ことが苦手な方

▽
友達ので
きにくい方。

▽
あまり積極的になれない方
。

▽
働きたい
が自信のない方
。

日
時
毎
週
金
曜
日
午
前
九
時
三
十
分～
正
午

場所
足立保健所

費用
無料
内容絵画
料理
ゲームス

ポーツ
彫刻
話し合い

申込方法
電話で申込みくださ

い
。面接日を予約します
。

申込・
問い合わせ先
足立保健

所業
務係
(
　八四〇
-五一
四

一
)

困ったときは
遠慮なくご利用を

―
住
宅
修
繕
・
交
通
事
故
救
済
資
金
な
ど
―

住宅を修繕したり交通事故に

あい当座の費用にお困りの方に

対して区では
、それらの賢金を

お貸ししています
。どうぞご利

用ください
。

住宅修繕資金

資金か足りないために
、住宅

の
修繕
がで
きない方を対象に
、

次のとおり住宅修繕賢金の
融賢

あっせんをします
。

申込みの
出来る方
〇現在居住

して
いる往宅の
修繕
○区内

に一
年以上住んでいること

○年齢二十歳以上六十五歳ま

での方
○区民税を完納して

いること
〇確実な連帯保証

人があること

融
資
あ
っ
せ
ん
額
二
十
万
円
～
八
十
万
円

利率
年九
%

利子の補給
年三
%の利子を補

給します

償還方法
五年以内
(三か月の

すえ置期間を含む
)の元金均

等による月賦償還です
。

申込受付
五月六日
(金
)から
。

ただし
、融資あっせん目標額

に達し次第締切ります
。

申込・
問い合わせ先
区役所区

民係交通事故救済資金

交通事故のために
、現在当座

の賢金調達が困難な方に対し
、

救済賢金をお貸しします
。

申込みのできる方
○区内に三

か月以上住んでいること
〇

区民税を完納していること

○連帯保証人があること

貸付金額一
件につき二十万円

を限度額とします
。

貸付利子
無利子です
。

償還方法
借
りた日の翌々
月か

ら十か月以内の均等月割
償還

で
す
。

問い合わせ先
環境課管理係

土
盛
資
金

道路盤備や地盤沈下によって

現在住んでい
る家屋の水はけか

悪く
、降雨
時の浸水で
お困りの

方
、また
、交通騒音等により
被害

を受けて
いる方などの
ため
に
、

こ
れらの
防除資金の一
部をお貸

しします
。ご利用
ください
。

な
お
、くわしくは
、環境課管

理
係へ
どう
ぞ
。

春の湯河原へ
行ってみませんか

―
区
民
保
養
所
「
あ
だ
ち
荘
」―

湯河原にある区民
保
養
所

「
あだち荘
」
(写真
)をご利用

になり
まし
たか
。

湯河原温
泉は
、北に
箱根
、

西に
熟海
、東に翼
鯖といっ
た

観光地の
中心に
あり
ます
。ご

家
族で
あるいは
お友
達と一
緒

に出かけてみてはい
かがでし

ょ
う
。「
あだち荘
」の
ご利用

方法は
次の
とおりで
す
。

料金
(一泊二食付
)大人二

千五百円
、小人
(四歳以上

中
学生まで
)千三百円
。た

だし
、利用日数は二泊
まで
。

申込資格
区内に在住在勤の

方
(ただし
、一
人では利用

できません
)

申込受付方法
毎月一
日から

翌月一
か月分の受付を開始

し
、利用しようとする日の

五日前まで区役所一
階区民

係で受付けしています
。た

だし
、日曜祝日は除き土昭

日は正午までです
。

※六月利用分は
、五
月
二
日
(

月
)から受付けます
。な

お
、初日の会場は
、区産業

振興館
(区役所隣り
)です
。

申込・
問い合わせ先
ほ役所

区民係

入寮者を募集します～区立勤労青少年寮～
区立動労
青

少年寮に空室

がで
きまし
た

ので
、次の要

領で入寮者
を

募集し
ます
。

募集人員
十

七名
(申込

多数の場合

は抽せんに

なります
)

募
集
期
間
四

月
二
十
五
日

(
月
)
～
五
月

九日
(月
)

申込みで
きる方

▽単身男子

▽
都内の中小
企業に動務してい

る方
▽年齢か十五歳以上二十四歳未

潤の
方
(滴二十五歳で退察し

てい
ただ
きます
)

▽申込み前
、三か月の平均月収

が十万円以下であること

▽動め先に従業員寮がないか
、

または
、あっても入寮できな

い状況にある方

▽現在の居室状熊か
、次のいず

れかに該当すること

①一
人当たりの
居室面
積
が
、

四・
九㎡
(三蹙
)以下

②月額家賃か平均月収の二〇
%

以上
③住宅以外の建物に住んでい

る
申込方法
入寮申込書に動務証

明書を添えて
、区
役
所一
階

商工
係へ
直接または
、郵送し

て
ください
。申込書は
、商工

係と動労青少年寮に
あ
り
ま

す
。

申込・
間い合わせ先

区役所経済課商工係

▼
区
立
勤
労
青
少
年
寮
▲

所在地
千住桜木二丁目一
五
i

一
―一
〇一

規襖
鉄筋三階・一
部二階
(百

室
)

使用料
月額・・・二千七百円

電気料金
居室内実費負担

加入の手続きを

―
国
民
健
康
保
険
―

職場の健康保険をおやめにな

られた方は
、十四日以内に国民

健康保険に加入するようになっ

ています
。

未加入の方は
、早急に手続き

をしましょう
。

手
続きは
、国民
健康保険課
、

または出張
所で
どうぞ
。

花いっぱいコンクール

にご参加を
。審査は五月

中旬の予定です
。申込期

限は
、四月三十日
。申込

みは
、区役所緑化係へ
。

免
除
手
続
き
を

―
国
民
年
金
保
険
料
―

いろいろな事情で保険料を納

められない方
、生活保護法によ

る生活扶助等を受けている方は

免除の手続きをしてください
。

そのままにしておくと
、将来
、

年金を受けられなくなる時があ

りますので
ご注意を
。

手
続
方
法
年
金
手
帳
、
印
か
ん
を
お
持
ち
に
な
り
区
役
所
国
民
年
金

霈または出蟆听へ
どうぞ
。

問い合わせ先
区役所二階国民

年金課

同和問題の

理解のために

同
対
審
答
申
と

特
別
措
置
法
(
1

)ながいながい「差別とのだ

たかいの歴史
」でした
。時の

権力者によって部落がつ
くら

れてから現在まで
、部落の人

は々
、人の世のつめたさを全

身でうけとめながら
、人間解

放へのだたかいに生きぬいて

きたのです
。

明治四年の身分差別を廃す
るこ
とをうたっ
た「解放令
」に

おいて
も
、求た
、戦後基本的

人権の尊重兮つたっ
た「日本

国憲法
」の
もとにおいて
も部

落は解放されませんで
した
。

一
枚の紙に
Iかれたこ
とば

か
、こと
ばだけの意味しか持

たないときそれはなんの
価値

も持だないこ
とを
、はっ
きり

と知
るこ
とができ
ます
。
(つ
づく
)

◎
同
和
問
題
に
閧
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
同
和
対
策
担
当

へ
。

掲
示
板

■
職
員
募
集

職種
調理士

募集人員
一名

勤
務
先
健
全
の
家
(
神
明
南
町
八
八
番
地
)

資格
昭和五十二年四月一
日

現在満三十五歳未満で
、調

理士資格のある住込み可能

な独身女性

申
込
期
限
四
月
三
十
日
(
土
)

申込・
問い合わせ先
履歴一

を一
通作成し
、教育委貝会

学務課振興係へ
。

■
苗
木の
委
託
栽
培

―
農
家
の
み
な
さ
ん
ヘ
―

最近
、農産物の生産に加え

て農地を緑の環境保全の場と

して利用しようとする働きが

でています
。こうした働きに

対応して区では
、休耕農地を

利用した
、苗木の栽培委託事

業を行ないます
。

苗木の栽培を手がけてみよ

うと思われる農家の方は
、四

月二十三日
<土
)までにご連

絡ください
。

連絡・
問い合わせ先
区役所

環境課
■
絵
画
教
室

期
日
五
月
十
九
日
～
八
月
二
十
五
日
の
毎
週
木
曜
日

時
間
午
後
六
時
～
八
時

対象
二十歳以上の区民で初

心者の方

定員
抽せんで五十名

受講料
無料
。教材費は自己

負担
申
込
方
法
住
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
氏
名
、
年
齢
、
一
話
番
号
、
絵

画教室申込みと記入のうえ

区教育センタ
ー
(〒
1
2
1
竹

の塚ニ
ーニ五一
二一
)へ
。

四月二十四日までの消印有

効
。

問
い
合
わ
せ
先
教
育
セ
ン
タ
ー
　
八
五
〇
-
八
八
〇
一

■
第
2
7回
身
体
障
害
者

と
家
族
激
励
慰
安
会

日時
五月
(日
(日
)午後一

時から五時まで

場所
区産葉振興館ホール

対象
どなたでも入場できま

す
。式典後演芸などもりだ

くさんに用意しています
。

主催
足立区身体障害者福祉

協会
問
い
合
わ
せ
先
百
目
鬼
喜
一
　
八
八
三
―
三
七
五
四
へ
。

■配布します
―
青
い
鳥
葉
書
―

身体障害者褌祉強調運動に

ちなんで
、郵政省では郵便葉

書『青い鳥葉一
』を四月二十

日に発行し
、次の要領で配布

します
。

対象
身体障害者手帳一
級
、

二級で四月一日現在漓六歳

以上の方

申
込
期
限
五
月
三
十
一
昃
さ

申込方法
もよりの郵便局
。

区役所二階援護課
、福祉事

務所に備え付けの用紙に記

入し
、身体障害者手帳をお

持ちのうえ
、お近くの郵便

局へ
どうぞ
。

配布期日
四月二十日四。降に

対象者一
人につ
き二十枚を

郵便でお送りします
。

くわしくは一
お近くの郵便

局へ
お問い合わせください
。

■愛の献血

四月二十日
(水
)竹の塚駅東口

四月二十一
日
(木
)第十九出

張所
四月一一十八日
(冰
)興本小

四月三十日
(土
)北千
住駅酉口

時間は
、いずれも午前十時

から午後三時までです
。お買

物
、お勤め時にご協力を
。

おわび
四月五日号の『区

民カレンダー
』と掲

示
板の「
納め忘れは
あ
り
ま

せ
んか」の
記事に一
部
誤まり

がありましたので
訂
正
し
ま

す。◎区民カレンダー

(誤
)二
十四日
(日
)第三日

躪日
は家庭の日

(正
)十七日
<日
)第三日曜

日
。家庭の日
。

(誤
)二
十五日
(月
)開館し

てい
ます

(正
)二
十五日
(月
)休館日

で
す

◎納め忘れはありませんか

(一
)三月三十一
日

(正
)四月三十日
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